
◆文学部史学科 カリキュラムマップ

（知識・技能）

（思考・判断・表現）

（関心・意欲・態度）

2 3

基礎演習Ａ 2 1 ◎ 〇
基礎演習Ｂ 2 1 ◎ 〇
史学概論 2 1～4 〇 ◎
史資料入門 2 1～4 ◎ 〇
アーカイブズ学概説 2 または 4 1～4 ○ ◎
日本史概説 2 または 4 1～4 〇 ◎
東洋史概説 2 または 4 1～4 〇 ◎
西洋史概説 2 または 4 1～4 〇 ◎
４年生演習 2 または 4 4 ◎ 〇
卒業論文 12 4 ◎ 〇
日本史特殊講義 2 または 4 2～4 ◎ 〇
東洋史特殊講義 2 または 4 2～4 ◎ 〇
西洋史特殊講義 2 または 4 2～4 ◎ 〇
日本史演習 2 または 4 2～4 ◎ 〇
東洋史演習 2 または 4 2～4 ◎ 〇
西洋史演習 2 または 4 2～4 ◎ 〇
アーカイブズ学特殊講義 2 または 4 2～4 ◎ ○
アーカイブズ学演習 2 または 4 2～4 ◎ ○
歴史文献講読入門 2 または 4 2～4 ◎ 〇
考古学概説 2 または 4 1～4 〇 ◎
古文書学概説 2 または 4 2～4 ◎ 〇
古文書学演習 2 または 4 2～4 ◎ 〇
校外実習 2 1～4 ◎ 〇
音楽史Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
音楽史Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
イスラム世界Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
イスラム世界Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
ヨーロッパ世界Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
ヨーロッパ世界Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
東アジア世界Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
東アジア世界Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
南アジア世界Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
南アジア世界Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
歴史に見る日本Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
歴史に見る日本Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
歴史に見る世界Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
歴史に見る世界Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
近代日本と学習院Ⅰ 2 1～4 〇 ◎
近代日本と学習院Ⅱ 2 1～4 〇 ◎
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教育研究上の目的

ディプロマ・ポリシー

1　日本史、東洋史、西洋史の３分野にわたる歴史学の過去の成果やそれぞれの方法論の概略を学修した上で、学生各自が専攻する分野の過去の研究成果や研究法に
関する具体的かつ充分な知識を有し、史資料を蒐集、読解して研究を進めることができる。

2　過去の人間社会の多様なあり方を、具体的な証拠（史資料）に基づいて論理的に分析した上で、結論を出し、その結論を論理的な文章（卒業論文）や口頭で表現できる。

3　現代社会の多様な状況を論理的に分析し、結論を出して適切に対応できる。

史学科は、歴史学が蓄積してきた成果を受け継ぐとともに、あらたな時代の要請に応えられる歴史研究を目指し、学生には文献など諸資料の分析をつうじて自主的な歴史の
とらえ方を身につけさせるとともに、現代社会の状況に的確かつ柔軟に対応できる思考力を備えた人材の育成を目指す。
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4　過去の社会のみならず、現代社会の諸問題に対しても、常に独自の問題意識に基づいて解決すべき課題を見出し、その課題を解くために適切な資料を自ら蒐集し、そ
れらの論理的分析から結論を引き出すことができる。
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［史学科専門科目（必修）］

［史学科専門科目（特殊講義）］

［史学科専門科目（演習）］

［史学科専門科目（選択）］

基礎教養科目
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